
フライングディスクを通じた
地域活性化のご提案

JFDAからのご提案

＜例＞ アルティメットの場合
　 ※（ ）内はビーチアルティメットの場合

フライングディスクは「誰でも」「いつでも」
「どこでも」 「すぐに」できるスポーツです。学
校での授業に取り入れたい方、地域のクラブ
活動での活用を検討されている方など、お
気軽にお問い合わせください。

出張講習会

チャリティーや競技普及の一環で、用途に合
わせたエキシビジョンマッチが可能です。全
国レベルの選手たちのパスワークやダイビ
ングキャッチなど、ダイナミックなプレーを
身近にご覧いただけます。

エキシビジョン・マッチ・
プログラム

地域で行われるアウトドア行事やウェルネス関連イベント
にて、地域の方が集い、交流が気軽に楽しめる体験の場を
提供します。

「体験の場」の提供

全日本選手権や国際大会の誘致を通じて、スポーツツー
リズムによる地域活性化への貢献が可能です。

大会誘致・運営

アキュラシー（的当て）
ディスクで倒したパネ
ルの数を競う

ディスクゴルフ
ディスクを投げ、バス
ケットに入った投数を競う

ディスカソン
ディスク&マラソンで走
るタイムを競う
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国際協力事業
SPORT FOR TOMORROW事業を通じ
て、コンゴ共和国に現地協会を設立し、競
技の普及とディスクのプレゼントを実施。
“Spirit of the Game”の精神も共有し、
国境を越えた信頼関係を構築。

国際大会
日本国内では初めてとなるアジア・オセア
ニアビーチアルティメット大会を和歌山県
白浜町へ誘致。行政と連携して新しいス
ポーツツーリズムを実現。2020年度も開
催決定。
※4日間(2019.6)で10か国約700名が参加

国内大会
2019年にJFDAが主催した国内大会は全
部で22大会。全体を通じての参加数は約
1万5千人に上る。その他にも、2018年に
は29都府道県でも大会を実施した。（運営
は各都道府県フライングディスク協会）

復興支援
大会開催等によって被災地への交流人口
を増やし、人流創出による地域活性を実現。
※2019年は、文部科学大臣杯、全日本大学
アルティメット選手権大会、全日本マスターズ
アルティメット選手権大会、などでJ-Villageを
使用。

教育支援
親しみやすいディスクを使って、人格形成
と運動習慣の定着支援を実施。小学生～
大学生や地域の子供達に向けて競技の
講習とともに、“Spirit of the Game”の
精神を共有。

健康支援
年代を横断して、スポーツに取り組み自己
研鑽と社会性維持の環境づくりを実施。
パシフィックコンサルタンツ㈱とは、睦沢
町で「先進予防まちづくり業務委託事業」
で協働し、事業の一環で体験会の場を提供。

主な活動実績

●必要なものは「ディスク」と「広い場所」と「仲間」だけ【競技特性】
●多くの人が一度は経験したことのあるフリスビー。その親しみやすさから誰でも競技可能
　　【用具特性／年代の平等性／健常者・障害者の垣根を超えるインクルーシブ】
●セルフジャッジ制を適用した、平和的かつ建設的なコミュニティ形成【個々の責任による自由の獲得】
●身体接触がないため、男女が同じフィールドでプレイを楽しめる【男女の平等性】

平等を実現するスポーツとしての役割

●「気軽」に「低コスト」で始めることができ、スポーツへの継続
的な取り組みが可能なため、身体的健康の向上・維持に貢献

●個々が尊重される種目の特性から「社会参加の意識」を得られ
ることで「心の健康」を育む

●自分に合う楽しみ方が得られる多様な種目やコミュニティ参画と
いった社会性から、「体を動かすきっかけ」となる競技特性

健康を基盤とした
ウェルネスの実現のために

スポーツを通じた地域活性化のために
●国内大会や国際大会誘致による交流人口拡大
●スポーツツーリズムを通じた継続的な誘客
●定期的な外部交流による、地域の非日常化
●聖地化による、地域住民へのスポーツ継続動機の波及

国際協力分野での役割

未来を担う子どもたちのために
●審判がいなくても試合が成立する“Spirit of the Game”の精神を通じた自律性の育成
●セルフジャッジ制による相互コミュニケーションの必然性から育まれる協調性の向上
●1人では点を取れないスポーツで培う、他者とのコミュニケーション能力の育成
●スポーツを楽しむ気持ちから生まれる、自然な身体能力向上

環境共生型スポーツとしての役割
●特別な施設を必要としない競技特性
●低コストな大会運営
●多様な競技面に対応できる種目（芝／土／体育館／砂浜／コンクリート）
●自然環境（特に風）と共存する競技特性を通じた、環境意識の醸成

●先進国 / 発展途上国という関係性を超えた、スポーツによる個人間の信頼構築
●文化が異なる国同士でも親しみやすい競技特性
●JAPANブランドを用具に記載できるため、日本による貢献をアピールしやすい
●国際競技連盟に強いパイプがあるため、国際的な展開がしやすい
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